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これまでの研究の話

組織参入後大学在学中（組織参入前）

1年 2年 3年 4年

大学初年次の初期
適応に関する研究

研究①

研究②

アクティブラーニング
の効果検証（共同研究）

キャリア教育の
効果検証

研究③

現在の関心事

インターンシップの
有効性に関する研究

【研究テーマ：学校から職業への移行】

どのような経験・要素が円滑な移行に寄与するのか？



10年はかかると言われた

• 実際に10年が経過（以下は研究①に関して10年ぶりのUpdate）

Reference: 清水和秋・三保紀裕・西川一二 (2021). 特性・状態の因子の平均を推定する区分モデルÜ複数観測の縦断データの方法論と応用からÜ
関西大学『社会学部紀要』，53(1), 69-140. 



研究②の部分

• 正課の部分
• アクティブラーニング（共同研究）

• キャリア教育 → まだまだ体系化が必要だが…

• 正課外の部分
• アルバイト関係？？？ → 最近問いあわせが多い

検討課題が最も多い部分



現在進行形の研究

時間

組織への参入

予期的社会化
受容感，役割明確化，
自己効力感，学習意欲

短期的成果

プロアクティブ行動
情報探索行動

（採用活動が中心）

社会化エージェント
（組織社会化戦術）

職務態度
パフォーマンス

組織コミットメント
離職意志の低減
個人Ü職務適合
キャリア展望

倫理観

長期的成果

会社側の視点

理論的基盤 (Bauer & Erdogan, 2012, 尾形, 2015)



大学目線から移行を考える

時間

組織への参入

予期的社会化
受容感，役割明確化，
自己効力感，学習意欲

短期的成果

プロアクティブ行動
情報探索行動

（採用活動が中心）

社会化エージェント
（組織社会化戦術）

職務態度
パフォーマンス

組織コミットメント
離職意志の低減
個人Ü職務適合
キャリア展望

倫理観

長期的成果

インターン
シップ経験

アルバイト
経験

大学教育

リアリティ
ショックの低減
も含まれる？

会社側の視点



時間

組織への参入

予期的社会化
受容感，役割明確化，
自己効力感，学習意欲
仕事（職業）観＝意識

短期的成果

プロアクティブ行動
情報探索行動

（採用活動が中心）

社会化エージェント
（組織社会化戦術）

職務態度
パフォーマンス

組織コミットメント
離職意志の低減
個人Ü職務適合
キャリア展望

倫理観

長期的成果

インターン
シップ経験

アルバイト
経験

大学教育

リアリティ
ショックの低減
も含まれる？

会社側の視点

社会学的・経済学的変数

賃金、配置、定着意識、地域性、
企業規模、上司・部下関係、

同僚関係 etc.

質的・量的を考慮せず

＋進路・就職志向
専門分野
大学種
Etc.

ここに職業観、定着意識、
賃金、昇進、配置等を
入れることも！

教
育
学
的
変
数

スキル形成

モチベーション・観形成

心理的
社会的効果心理発達的的変数



Reference:三保紀裕・松尾智晶・寺田盛紀 (2021). インターンシップ経験が入職後の初期適応過程に及ぼす影響Üプロアクティブ行動に着目した検討Ü
日本キャリア教育学会第43回研究大会発表論文集, 96-97.



• 情報探索行動
• フィードバック探索行動
• ネットワーク構築行動

インターンシップにおける
プロアクティブ行動

• 情報探索行動
• フィードバック探索行動
• ネットワーク構築行動

• インターンシップ期間・
内容・配置職場

組
織
参
入
前

入職後の職務における
プロアクティブ行動

• 職場での学習
• OJT／Off-JT

組
織
参
入
後

• 情緒的コミットメント
• 職務満足
• 定着意識
• 資質・仕事能力
• 価値観
• 業務実績
• リアリティショック

職場への初期適応(入社1年以内)

本研究に関わる変数（下線は課題番号：19K02716で使用した変数）

• 専門学習・実習

• 職場配置（方法・内容・転換）
職務的接続性が
高い場合に関連

• 上に同じ

2-3年後の組織社会化



計画1年目 計画2年目 計画3年目 計画4年目

計画中の研究の概略

組織参入前 組織参入後

A) 入職後3年に至るまでの追跡調査と要因分析
大学4年生 入職3年後

• インターンシップ経験
• 大学の専門教育
• その他の諸活動
• 心理・社会的要因

Q1：職場への適応に寄与する大学時代の経験とは何か？

Q2：専門教育と入職後の職業の接続性の程度により，
寄与する経験には違いがあるのではないか？大学時代の経験

• 情緒的コミットメント
• 職務満足
• 定着意識
• 職務上のスキル
• 資質・仕事能力
• リアリティショック
• 価値観

職場への適応

c) 職業教育型の実習・インターンシップ（職務的接続性：高）

b) 専門教育性の高い（非職業教育型）インターンシップ（職務的接続性：中）

a) 専門教育性・職業教育性の低いインターンシップ（職務的接続性：低）

職場適応に寄与する
経験の違いは何か？

B) 職務的接続性の違いに着目した比較分析

• 縦断調査の実施
内定者，入職1年目を対象と
した調査を実施（Time1）
調査対象者の選定では，
職務的接続性の違いを考慮
する

• インタビュー調査の実施
企業担当者へのインタビュー
調査を実施
企業の新入社員研修，人材育
成に関する実態調査を実施
文献調査の実施

• 縦断調査の実施
Time1の追跡調査を実施
（Time2）
社員へのインタビュー調査を
実施（職務内容，研修内容等）

データ分析

• まとめと理論化・提案
調査結果を統合し，職務的接続性
の程度によるインターンシップの
有効性を明らかにする
理論化の上，新たなインターン
シップのあり方について提案する



今後の研究の展開

組織参入後大学在学中（組織参入前）

1年 2年 3年 4年

大学初年次の初期
適応に関する研究

研究①

研究②

アクティブラーニング
の効果検証（共同研究）

キャリア教育の
効果検証

研究③

インターンシップの
有効性に関する研究

【研究テーマ：学校から職業への移行】

一連の研究の統合が必要！（何年かかる…？）

足りない部分は
ここ！



考えていかなければならない点

• 研究②の部分で欠けている視点
• キャリア意識の発達に関する視点がない

• 人格形成的側面，他の意識（キャリア意思決定など）に
関する視点の不足

• 日本独自の要因を勘案する必要がある
• 日本型雇用慣行（メンバーシップ型雇用）

• 諸要因を踏まえた総合的検討の蓄積が必要

• 変化する社会情勢をどう組み込むか…？


